
昭和32年度第1次

 まぐろ漁業試験及び対馬暖流水系海洋観測報告書

 昭和32年度まぐろ漁業報告

※まえがき

 当場試験船照市丸は昭和3ユ隼褒対馬暖流水系海洋調査を兼ね4次に亘りパラオ諸島、カロリ
 ン群島及びハルマヘラ、呈ユーギ呈ヤ近海0)まぐろ漁業試験を行ひ漁海況0)調査は勿論漁場に

 於て各探業船向け漁海況0)通報及漁業実習生0)研修を実施して来た。昭和32年度も昨年褒に引

 続き第1家まぐろ漁業試験を南方海域で実施した0)でそ0)概要を下記0)通り記載する。

 萄本亥航海も昨年建よゆ実穐申0)奄美大島古仁屋高校水産科実習生(5名)0)実習(航海、

 運用術及び漁協嘆習)を実施した。

 ※調査の要旨

 本家航海は対馬暖流水系による海洋観測を実権レつ㌧始めユ40り瓦～ユ50…瓦O㌧8N0)海域0〕

 調査を計画し南下し泡。上記海域を4月21日より5回探業調査したが漁況すこぶる悪く(漁獲率

 2%代で大半はメチ)後半0)調査を、カロリ～・群島0)フルツク島附近からヤンジー礁方面で打
 つだ同海域は上記海域よりも漁獲率は若干臭ぐたり、クロカワ0)漁獲も割合見。られた同方面で

 7回計ユ2回調査探業をだして本我航海0)調査を打切り帰塗についた。

 ※海洋調査

 鹿児島県開聞崎至奄美大島サントン岩(対馬暖流水系海洋観測賓料参照)及び主として往腹

 航海中叉は、漁等毎目12時気象及び海況プランクトン0)採取を実権したコ(末記観測費料0)逓
ゆ)

 ※漁業調査

 別記まぐろ延縄を使1周して下記0)調査を実描した

 ユ)一般海況2)一般状況3)経鎮度別漁獲状況及び魚体調査、余種別漁獲状況4)綿及びク
 レモナ製漁臭0)比較5)ビニール重油タンク0)度用試験6)英0)他0)事項

 ※試験船の設備及び漁具の構造

 ユ)試験船及び設備

 試験船……照市丸98.93to鵡OOHP可変P亘tch式遠隔操縦装置)
 詳細うしお(当場発刊…月報(第フ号参照)

2)孟亀具0)種芋主董

 綿糸及クレモナ10匁(クレモナ9匁相当)4本付技間33K技組8Kセキヤマ4K
 釣元ワイヤーユ.5釣3.9寸浮縄ユ5K

 詳細上記うしお参照

 ※実施期間及び調査期間

 ユ)実技期間自ユ957年明5目箆児島出港

 ユ95フ年5月ユ5日静岡県清水入港

 至1957年5月ユ9目鹿児島入港

 2)操業期間自ユ95フ年4月21日

 至1ユ952年5月4日



 3)操業回数…一・・12回

 4)漁.場カロリン群島及び其0)南方
 5)観狽、l1総.点,数42、点

 ※一般海況

 ◎漁,場附近0)海況

 漁場0)縦断水温及び塩I素量0)鉛直分布を示した0)か:第3図である。st16～st24附近即ち5・N
 ～9=N附近では100層、200層で降温か激しく叉塩素量も上下層では低カンた値を示して水温
 15℃内外塩素量!9・20ヘユ9・40垢どたり5=N以南で鉋:再び高温となり200m層で22～23c代と
 たつ.ている。こ0)5洲附近か:赤道反流域と・再び赤道附近を1西に流れる流域とう収.験線附近と
 右,っている様である。

 一街塩素量は今回観測した全測点とも前航海(3工年.度第4項1月～2月)に比べ若干低カンと
 なっている祥である。叉潮流は5=N以南0)西流域では1温時～O.2温時反流域では非常に弱く
 7ルック島附近0)ユ45コF2N附近では流れは全然1たかった。

 ※一般漁況

 ユ)漁獲率及魚種別出現状況

 本家調査でに:第ユ表及び第2表に示す様と全海域とも漁獲率及角種別出現状況に顯著た差
 異は認められず漁獲率に於て2%～3%出現率ではキハダか大部分で6脇内外メバチが7～脇
 クロカワか:えに我ぎ5%内外とたって=いる。
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 第ユ表魚種別釣獲率
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第2表漁種別出現率表
出現率%
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 然し一般に5“以北0)方が(探業回数地.6～柵、!2)5唄以南0)海域より(探業回数柵.
 1～Vo・5)漁、獲率は若干上廻り脇4.%台最高6.%を示し漁種別出現状況に以ても5。以南0)海域



 よりも以北0)方がクロカワ0)混獲が目立って一いる。ヅロヵワ0)混獲は非常に少く、メチバは
 50以北0)海域で漁獲率0.4-0.フ%以南で工%0.3.%漁獲0)大部分を占めるキハダについても5口
 以南で2.%内外以北では3.%、物と各魚種とも5。以北0)方が若干上廻っている。

 萄用.ユ10)操業'ではクロマグロ2尾(体長205cm体重43.6〆体長2!9cm体重48.0〆)
 が漁獲された。

 2)キハダについてメジ0)混獲及ぴ鮫による被害状況
 キハダについて体長100cm以下0)所謂メチ0)混獲0)比及び鮫による被害0)状況を第3表に

 示す、メチ0)混獲0)割合は全体0)3割強でこ一札を海域別に見ても大した差異は認められず5.
 N以南でも以北でも変らたい(昨年5月0)パラオ南方海域で0)操業では差異が.瀬著に認めら

れた)

 鮫による被害は本家航海では非常に少く金キハダ0)9.壬%全体0)5.8一%にしか当らたい

 (漁獲率にしてO.27.%)叉鮫0)漁獲も今剛まムb-6と一九70)操業(7ルツク島近海)以外

 0)海域では非常に少かった。

 ※葉、一捧調査

 1)体長及ぴ体重組成

 第4表:は「キハダ」第5表は「メバチ」0)体長細戒を示す

 キハダでは・体長100cm以下0)小型群とあまり額署ではたいが体長121～125cm0)モードが
 見られる。メバチ及びクロカワについては漁獲尾数が少い0)であまり明てたいがメバチ体長

 ユ35cm～140cm0)群と体長ユ00cm前後0)群にモードが要られクロカワでは体長200cm以下0)

 群0)漁獲が目立っている。

 2)体長に体重0)相関分布

 第6.フ、8にそれぞれキハダ、メバチ、クロカワについ.てそ0)分布を示す。

 第3表キハダについて、メチ0)混獲及び鮫0)被害

         操1躁使キハダメチ鮫喰
         業業用

         回月.日:釣■一i(メチ、備考         数一数大;小鮫喰         ■混綾率
         一一一

         1211一/4一■一          1%%漁具使用鴫間
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 1)xヂ混獲率………
 _メチ漁獲1尾数x100
 縄漁獲尾数(キバタ)
 ～サメ喰ヲ合まず)

 2)メチ・……・・体長100Cn・以下

 3)鮫喰破害率…・…・・
 鮫喰。100
 キハダ総漁獲尾数

 4)キハダ禍漁獲尾数・・….鮫喰も
 含む



 第4表体長、体重相関表(クロカワ)測定尾数30尾
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第5義  体長、体重椙関表(メバチ)測定尾数
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 第6表体長(キワダ)組成表
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第7表  体長(メバチ)組成表
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第6表  体長及体重相関分布表(キハダ)測定尾数249尾
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3)魚種別雌雄比
 今回主として漁獲された、キハダ、メバチ、クロカワについて其0)雌雄を記録した(第9

 表参照)クロカワでは、雌が圧劇的に多いガ:、キハダ、メバチでは雄が6割強でいづれも雄
 が多い、こ0)雄の多い事は堀南丸による全航海とも認められる事で今まで0)雌雄0)比を記し
 た0)カ・1第ユ0表である。
第9表魚種別雌雄割合表

         “出求,キハダメバチク回カワ
         べδ,旱・1旱         1li早い
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第]0表航海州雌雄表

     1∵キノタ1メバチ     一     lill・い
     31年度矧%63.5i36.5%%     第1次一一一i一一・79.8一.■20.2■一
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 ※其の他の事・工;重

 ユ)釣位一置による漁獲比

 キハダについて釣位置1と漁獲を記録・した0)が第ユエ表である。

 余縄中央部0)枝縄(B.C)0)方か:両側。)枝よりも若千漁獲が良い様であるが撚し沖合で
 0)観察ではあまり漁.0)たい時は若干中央部位一置0)枝0)方が良い様であるが割合漁0)良い時
 には釣位一置Iによる漁獲差は見受けら.れない様であった。

 第1ユ表釣位一置による漁獲比表(キハダ)

     一阯モ!一肺`一㎜耐}血}＼ぐ雌二!一、1.1,1丁)鐙旦＼L.1.一_⊥_一_"     ?
     。月。。目1∵。1・一■一一一'4/!1'     11854

     ■一一一一''

     30;113!皿3140     '■一

     一5/1.L」L'一■     6≡1ミ一」i81一.一I一一'     5/。1一     121ア113,一`'一■■'u-1一一一■一.i一一一一一一4
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凡例

 2)ビ昌一ル製重油タンク0)使1用について31年.裳第1次航海より上記タンクを使;周しているが

 今後特別た変質異状は認められていたい様で、数クー所.針等による殿損を生じたが修理・によ

 り現潅本年建第2弐調査に今だ度用申一である。

 3)綿及クレモナ製漁具0)比較

 次回に報告0)予定である。

4)操業時間
操業所要時間表

   
     
,

        !投縄時間1揚経時間計備1老一
        一延所1要i時間381-58m1'114トろ5m.153b・一33m        。,,、1。、1延漁具使用体数3,665鉢        一目平均阪要時間I91I-331n;一12b-48nl延使用約数14,660本   

     
一

        一鉢平均.所要時間0皿一一38SI!1-52.5S;2m一き0.5S
        延漁男。使用時間;1ミ3        ,212h一・10m        11

 ※経費

 ユ)収入

魚種

クロマグロ

メバチ

ビンナガ

キハダ

 カジキ類

 サメ類

計

員数

91.6

597,1

13.9

1,940.4

フ24.5

244.5

ユ26.64

手数料及水揚料

差引金義有

平均単価

ユ.561.フ9

345.73

250.00

357.06

250.6フ

金額

143.060

206.436

3.475

692,834

ユ81.6ユ2

ユ8,300

ユ.245.フユ7

43.9ユ7

ユ.201.800



2)支出

 a)燃料費

 b)冷水費

 C)飼料費

 d)消耗品費

重油

 ヘビー油

ガソリン

水

フレオン

 冷凍サンマ

一般消耗器材費

計

35k

400L

18L

30屯

ユ0k

160箱

525.000

62.800

684

60,000

ユ4.000

128.000

99.746

 890.2言O

凡例

 操業蒜辰ぴ

辰綱方育

 洗伺ノ濯以内
 伊ノ程以丘

散郁機業面執
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凡例
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旨

 No.1観測記録 観測機関名鹿水試 観測線径線

観測定点

位乙

 椎E

目時分

天候

 全='H
凧砧皿

風向風力

透明度

波浪階級

ウネリ

 Pr.採集形式

フjく

湖.

(1

塊

素

量

%

基

準
水

深

M

基

水
深

M.

0

50

10口

…1

0

50

100

200

 29一・μ

130_一52

 12目12h

0

18.5

 、Ψ51皿/昌e」

25

3
2

維持

22.60

22.78

22.28

19.51

19.15

19.12

19.20

19.10

27-1B

134-10

 13日ク

0

20.5

 N正:4

25

2
2

稚特

20.8

/9.4ア

19.48

19.20

19.09

/9.13

19.11

24-42

 135一・52

 14日ク

hc

22.0

NF5

35

2
2

稚特

24,8

22.60

20.30

19.53

19.24.

19.00

18.80

21-36

13アー36

 15日ク

0

25.8

亙2

35

1
2

稚特

25,2

23.23

22.80

19.56

19.20

19.24

/9.32

19.12

18-55

138-54

16目

1,(:

25.4

 正N皿4

35

2
2

稚特

27,4

26.34

19.61

20.34

19.21

19.1/

19.28

19.12

15-25

139-40

17日

1パ:

27.5

E3

40

2
2

稚特

28,6

27.31

26.6ア

21.39

19.01

19.22

19.10

19.40

12-13

140_一28

 18目ク

L

26.8

E3

40

2
2

稚特

28,2

28.07

27.60

18.94

/9.05

19.05

19.23

19.32

 09一・04

/40-34

 19目ク

1、(=

28.8

}:ア

35

4
2

稚特

28,8

28,5

27,9

18.8

19.14

9

05-56

 /41一・04

20目孕

0

2ア.4

 EN]二8

35

4
2

稚特

29,2

28.70

27.72

17.70

69.15

19・351
14.23

19.22

10

03-26

 141一・20

21日

。

28.8

ENE3

34

1
2

稚特

29,4

28.55

27.79

23.85

19.23

19.45

19'84

/9.45



蝸.2 観測機関名 鹿水試観測線 浜場附所

                観測定点11121314151617181920
                ■'一一一一一'一一一■'I一一一一■一一一〇…一`''一'一一一一一一一■一一一■

                一一一一
                '

                位N0,2r5502・一551。一18'㌘一。423。一一245一一㏄7一_147-156-356-26
                一一一一一I一一一

                】

                粧E142-10143-271440-40145-15145-2ア1仙一501441321山一35↑45-15145_・22
                o'一一一■凹I■一一一

                '一

                日時分22日23目ク24日25日26日27日28日29日30日1日
                11h45m11h50皿一11h5011111h40m.一11h50㎜12h15日1                 一一』一一

                ■一一`一一一'一一一一一

                天候bOhChO0bcbCO1=O

                気滞27.429.528.529.528.528.ア27.828.227,528.5
                風向風力正NE41・1/舳瓦S11:3工4FN6N皿1NNE5NNE7.EN皿4NN皿5NE5

                一'■一一一'四一一一■一'一
                1一'一'■一一'■                一一一一一一一一一一一.一一

                透11月度203535353435553032
                波浪階級323123342
                ウネリ223322332

                Pr..採集形式稚特群特稚特稚特一種特稚特稚特稚特椎特稚特
                一

                一

                水1基o29.329.829.629.429.029.228.6一28.728.629.1
                一準5024.3529,0829.4029.2829.3929.0328.528.5028.90

                湘.水
                面10028.1227.6ア29.0528.7929.1028.8427.0426.9528.06

                (

                o(                 W20022.2023.1022.9421.6323.3B17.4215.3815.5315.48
                J)】一■一■一一一一一■一一o一一一一■■一一I一一一一一一'一一……一■■一一■一一

                ■一一
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                量深

                10014.必19.5919.48/9.5119.5019.4219.3719.2319.32                ((

                %瓜
                ))20019,4919.4819.5919.5419.0919.2019.2219.44



 No.3観測機関名 鹿水試観測線帰途線
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                準

                温7k5028.6328.8828.7928.3728.1222.9919.1420.34
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                ■一'L】

                塩基019.2719.3019.3519.2419.34・19.2419.0919.091910519.0019.04/9.0519./1
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昭和32年度第二次

 まぐろ漁業試験及ぴ対馬暖流水系海洋観測報告書

調査員塩田正人

※まえがき

 昭和32年愛第二次漁業試験を前航海に引続き、パラオ周辺漁場で実施し、併せて、前年度

 より実権申0)奄美大島古仁屋高校水産科実習性(フ名)0)実習「航海、運用術及び漁うう実

 習)をも実権した。

 ※調査の要旨

 卒弐航海は対馬暖流水系による海洋観測を笑掩しつつ、瓦135。一N5。を中心海域で調査操

 業を計画レ、南下した上記海域より僅かに面より亙ユ35、一N4.5r5珊近にて、前半を操業し

 たが、漁事はおもわレくだく、後半瓦ユ36rN5陀中心に調査操業が前記漁場よりは、僅かに

 好漁を見た、ユエ回操業をなし、本家航海を修了レだ。

 ※海況調査

 鹿児島県開閉崎、至奄美大島サントン1岩(観測資料St1-g参照)及び主として往復航海中

 叉は漁らう串毎日ユ2時気象及び海況、プランクトン0)探敢を実施した(観測賓料0)通り)

 ※漁業調査

 別記まぐろ延縄を使用して下記0)調査を実施した。

 ユ)一般海況、2)一般漁況、3)経緯度別漁獲状況及び魚体調査、角纏別漁獲状況、4〕ビ昌

 一ル製重柚タンク0)度用試験5)英0)他0)覇項

 ※試験船の設備及び漁具の構造

 ユ)試験船及び設備

試験船照市丸98.93屯300馬力

 群紬(うしお当場発刊月報第7号)参照

2)漁具0)構造

 綿糸及クレモナ10匁(クレモナ9匁相当)5本付枝間33底、枝縄8Kセキヤマ4K

 釣元ワイヤ'ユ.5K釣針3.8寸浮縄ユ5厘

 ※実施期間

自1957年5月30目鹿児島朗港

 ユ957年6月28日静岡県清水入港、

 重ユ957年7月5日鹿児島入港

2)操業期間

 自ユ957年6月8目

 玉ユ957年6月ユ9目

 3)操業回数ユ1回

 4)パラオ島南東及び北東海域

 5)観測総測点数3フ点

 ※一般海況

漁場附近

 今回主に操業した漁場0)N4㌧N8コ附近0)鉛直分布を第b図に示す様に200m層近くまで

 は、等温線0)走行は直線的に平行し安定0)分布を示しているか、N5。附近に(Sfユ9)下層



 冷水帯0)突上部が;うかがわれる、叉塩素量は5、以南0)100m層附近が1高力.ンとなっている

 他、以北ではユ9.00%～ユ9.3脇代と・たり昨年同期0)第1家まぐろ漁業調査0)観測時0)様相
 と大差ない様である。

 第8図γTし色.鉛直分布図

 し5t76-5τ28)

 ※一般漁況

 1)魚獲尾数及び釣獲率

 本次調査は主に4目N～5コN133コ皿ヘユ37。瓦0)海域について調査を実施したか後求ゴる様に
 今回はキハダについては小型群(体長!00cm以下)0)混獲が瀬。署で大型キハダだけについ

 'て見ると全般的に約数ユ.200}1,300本に付き20～30尾程.度0撚、獲であまり香しくたく、

 漁場による差異は認められたい様である嚇一般に小型、群0)釣獲は南北で5“以南赤:東西

 では1鉗亙以東ガ:以西より今回は多く混獲され、最必多く混獲された、6回目操業では、小

 群0)釣獲率は7.85.%にも達し、大型群は1.46.%にゴきたかった。

 荷当海域0)漁汎については一詳細た・資料はたいが当場で昭和31年産第ユ次調査を今回と同

 時期に実施している0)で(31年.睦は約2週間早い)これと比較して見るとまぐろ、かじき

 類0)総釣獲率は4.9ユ%で昨年0)4.フ4%をわすカ・ではあるがO.ユ7.%上昇している、魚種
 別について見ると第1表吸び第2表に示す様にキハダでは3.96.%(4.ユ秘)(())内昭和

 3!隼度)メバチO.52.%(0.エフ.%)クロカワO.04%(O.31一%)とたつでおりキハダクロカワ

 についてぼO.2ユ.%O.27%とそれぞれ0)減少であるが、メバチについては0.35.%0)増力πと

 たっている。

 第ユ表釣獲率化鞍一表(サメ瞼を含ます)

 ＼魚種
 年次＼
昭和31年
1次

昭和32年
2次

メバチ キハダ・マカジキ.クロカワ

%

0.1ア

0.52

 。.彩i。.髭;。.系
3.9610.0110.28

シ1コガワ

%
0.04

0.01

メカジキ

三
!

0011

パセウ

%
1

 0・15一
 。1。ミ

小計

 。島
4911

 サメ類 計

%・%
0.86ヨ5.59

0,805.71



漁獲量及漁獲率表
 上段は尾数
 下段は釣獲率
 ()内はサメ喰い

繰回
業数

10

11

躁月
業日

6.8

1/

12

14

/5

16
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18

11

19

約数

1,300

1,300

1,270

1,250

1`285

1,300

1,300

1,る00

1,280

1,300

1,250

14,135

き.はだ

46㈹

3.54(0,85)
4214〕

3123〔0,31)
22ω

1.73(0.ア9)
20

1.60コ
2

0.93
121

14〕

(0.32〕
 1壬〕

(0.31)
 ⑯一一

9.31(1.38〕
4915〕

3,77

8ア
0.38

19)

6,690.69
38

2.9ア
66

5.08
57

17〕

(0.55)
㈹

(1.00)㈱

5,362.32
560(114j

5,960.81

めぱち

0.31
10

 0、アア

5

0.39

0.08

ア

0.54
一宿

1.00

0,15
9(1〕

0.69(0.08〕
/1

0.86

6

0.47

0.蝸
7411〕

0.52(0.01)

 〈ろかわ

6

0.46

0.08

 一0.4ア

0.40
212〕

0.15r0.15)
1

0.08

6(2〕

0.4ア(0.15)
1(1〕

0.08(0.08)

0.47

6(1〕

0,480.08
4016)

0.28(0.04)

しろかわ

0.08

/

0,08

0.01

ばしょ5

0.31

0.08

3

0.23
 I一「

0.08

2

0.15

1

0.08

0.08

1

0.08

14

0.10

1めかじき

0.08

口.08

O.01

まかじき

2

0.15

56ω

4.31(0.85j
53(4〕

4.08(0.31)
39001

 3.70で0.79〕
27㈲

2.16(0.32)
2716〕

 2.12(0.4ア〕
/37㈹

10,541.38
5315〕

4.口80.38
 一'一■耐一一⑫一'

ア.92(0.92)
5118〕

3.98(0.62)

79(13〕

6.08(1.00)

0.01

69餉

5.52(2.40)
694(121j

1。.。1(。.。。)

 さめ類

15

1.15

13

1.00

8

0.63
10

0.80

13

1.01
/0

 その他

0.62

11

0.85

ア

0.55

0.77

0.40
15

一一一一1一一

0.23

ア

0.54

5

0.39

1.1ア

ー14

-1.08

5

0.38
酊一一

12

0.92
17

1.36

0,62

0.31

113

0.31

0.40
脳

0,800.61

総計

ア9

6.10
 一ブフ

5.92

ω

(0.85)
14〕

(0.31)
 54回O〕

4.25(0.ア9)
42(4〕

3.36(0.32)
55㈹

4.28(0,4ア)
161㈱

12.38(1.38)
61(5〕

4.69(0.38)
118(職

9.08(0.92)
60(8〕

4.69(0.62〕
 95一一一■でザー

ア.31(1.00)
91銅

ア.28(2.40)
893(121〕

 6.32(O,6〕



2)漁種別出現状況

 魚種別0)出現状況を示した0)か第3表である。キハダは全体0)64%で最も多くメバチは
 8.3%で之に衣ぎクロカワは5%内外そ0)他マカジキ、メカジキ、シロカワ等が漁事されてい
 るがいすれも工%にも達していたい。

 荷こ0)魚種別紙威については昭和31年度第1亥調査に比ベメバチ0)出現が若干多くたっ
 ている外紙威に差異は認められていたい。

第3表

へ
出現比%

漁韮董尾数

キハダ

大型

24.5

209

小型

39.4

351

 メバチレ回カワ
8,314.5

 ア、1、。

シロカワ パセラ1
0.2

1.1

2-14

メカ

0.2

 マカジキi共の他

・…・.・
2跳

サメ

1う.6

121

計

・%
100

892

 3)漁場に於ける各層水温及漁獲量

 漁場に於ける鶉雨水温の変化及各層水温と漁獲量を第4表に示オ。

表面水温0)変化

    温度…坂低温度1温度差'一■
    ■一■①回6.82952900,5び
    ②タク929412860.8
    ③タク1030.12881.3

    ④タク11^一29.0'■■28.60.4-0.4    ⑥クタコ229.228.8
    ⑥414292128ア0.5

    一

    ⑦タク15300!28.81.2
    ⑧タク16290128.60.4

    ⑨タク1ア■⑩タク18墓1128.80.6    29.00.8
    ⑪クψ19299128.81.1

 キハダ体長組成表

 勇4泰各戸アK湿と

釣慶率



 ※魚体

 ユ)体長及ぴ体重

 今調査で主に漁獲レたキハダについて体長及び体重0)相関について表した0)が第回表であ
 る。魚群は明に]00Cnユ以下0)小型群と大型群に別れているか大型群では特にピークした群

 は見.られたいか、わずかにユ20c皿前後が:ピークし』〔いる萄キハダについて5.N境として=南北

 による体長組成を示した0)が第d図である南北による体長組成差異は大型群では認められ
 たいが:100cm以下0)小型群では、5“以南が以北より2倍近く漁獲されている。

 父メバチ及クロカ・ワについて⑳俸長体重関係0)組成を示したのが第C表及び第b表でメ
 バチではわずかにユ30cm台0)群にモードがうかがわれるがクロカワについては明てたい。

2)漁獲魚0)雌雄割合

 第5表に現す様に主た各魚種共雄が多くキハダで握.准56.泌雄43.a%メバチでは66.2%

 と33.8%クロカワに於ては雄が圧倒的に多く77.5%と22.5%とたっている。

3膜)魚種別性殖腺熟度

 第6表に現わす様に各魚種共雄については未熟成0)精巣が大部分で卵巣についてはキハ

 ダでは46.物メバチ52.0%とたって約半数は成熟卯であった。

第5表主要漁獲魚種雌雄割合表瞭

①6.8

⑨9

・③10

④11

 ⑤1。一

⑥/4

⑦15

⑥16

⑨1ア!

⑯18

⑪19

キハダ

 6・旱

/9

22■

8
!

21
5
1

8
1
6
1

7
1

メバチ

4

49

クロカワ

・1

シーカワ1

2-1

1
1

11

1
i

バセウ

1
1

1
一

924一

メガ マカジキ

 ♂旱δ

1:1

1
1

2
1

511≡2



第6表主要漁獲魚種性殖熟度表

操
業
回
数

10

11

計

、

キハダ

末

6.819

919

108

112

125

144

1511

165

1712

184

193

%87.5

92

1半 1成

12.5

13

末

7.8

31
1半

15.8

15

1成

464

;8

メバチ

55
1半 1成

1『

末

1半 1成

 ク日カワ

末 1判成

未
1

半
!

シロカワ

 末1半i 末1半1

'{セウ

末
1

半
1 成

未
1
半
1

メカ

 べ'争
マカ

半
1

宋
1 半1成

              12

              2

              2322

              5

              4

              5

              4
              51

              24

              52.0

              4132622622262111



 第a表体長、体重相関表  魚種きはだ  体長1000m以上
 体重5〆以上 測尾数131尾

                                              長。
                                              0246802468000204{口6～㎎10三121416～1820～22～24～26～28～30～32!34～36～38～40～42～44～46～48～50～52～54～56～58～60一.62～64く166計                                              〆

                                              4.0

                                              4.511

                                              5.01124

                                              5.5122128

                                              6.0234110

                                              6.522252121118

                                              ア.021314535125

                                              ア.511352一12

                                              8.0123ア137

                                              8.5121419

                                              }9.01123119

                                              →.51111.15

                                              10.0121217

                                              10.511

                                              11.011

                                              11,5111

                                              12.013.1
                                              12.5

                                              13.0

                                              13.5

                                              14.0

                                              14.5

                                              15.口

                                              15.5

                                              16.0

                                              16.5

                                              17.0

                                              17=5

                                              18.0

                                              18.5

                                              19.01≡
                                              19.5

                                              20.0

                                              20.0

                                              計1194112912101412109855421231

                                              キハダ全漁慶の体長組成511201124151511115544221



 第d表体長、体重相関表  魚種くろかじき

                                                長〉10～12～14～16～18～20～                                                 22～24～26～28?30～32～34一一36～38一40工42～月4一～化～48～50～52一一王」～～一～～～                                                 54565860626466～68～70～ア21741ア6～78～801182～184～1髄～188一～/90～192～194～1%・～19～20言†
                                                貫

                                                〉10224'
                                                ～11112・

                                                112一                                                ～12㌣13112
                                                ～141113
                                                〃15112
                                                ㌣16

                                                ～17～18

                                                F19112・
                                                ～20

                                                ミ～21112
                                                ∴～22

                                                }23

                                                ～24

                                                ～251一1
                                                .～26

                                                ～27112・
                                                ㍗28

                                                ～2922・

                                                、F3011
                                                一31

                                                一・～321.

                                                ～3311

                                                .～3411
                                                ..～35

                                                ～3611
                                                ～3ア

                                                }38

                                                一～39

                                                ～40
                                                →

                                                く40

                                                一書1251.1'231一τ↑イ31プ1・29



 第c表体長体重相関表  魚種めばち  体長100.m
体重5貫以下

                                              ・長

                                              重>80一82一～84.～跳.{88～90I～92～94～%!98～00一102～104～106～/08～110一112～114～1161118～120～122～124～126～128～130～～                                               132～                                               134136し138～140～142～14～14～14～15～15～15～15～15～16～16～16く16計                                              〆

                                              >4.0

                                              円4.5

                                              ～5.012
                                              ～5.51113
                                              ～6.0112
                                              ～6.51113
                                              ～7.0213
                                              一ア.511
                                              ～8.011
                                              一8.511
                                              ～9.0112
                                              ～9.511
                                              10.0213
                                              10.5112
                                              11.02114
                                              一11.51113
                                              12.02114
                                              1112.5112
                                              13.012115

                                              ㍗13.一112
                                              一14.O12115
                                              14.5111115
                                              ぺ15.0112

                                              J15.5.16.O112
                                              16.511114
                                              17.0

                                              1ア.511
                                              18.011

                                              18.511

                                              一g.0/9,5'一一一.一一一
                                              20.0

                                              20.0

                                              一計・112323!ユ・21=3.5.一ろ.334465323111.1お



 ※其の他の事項

 ユ)キハダについてサメ類0)被害率

 サメ類による被害は最高25%最低9%内外で平均16.9%で昨年0)当海域で実施した調査0)
 22%を若干下廻っている。

 筒こ0)被害率0)多寡は漁具使用時間、サメ類0)漁獲量0)多寡によるも0)と窺がえぬ事も
 たいか:あまり明でない様である。

Xl…
 漁具使用時間為一器11。一1.1。一。。!
 サメ類漁慶尾1、、、1、
 キハダ漁獲尾化4222

 キハダ被害尾数11410

 被害率%19・8%8・731・3

1。～。。1

15.7

10

20

4

20-00

13

12

4

25.0

 1。刈。1

10」
121

181291

19刈0
3

49

5

9.3

 1フ～40

7

8ア

9

9.4

19山5口

5

38

7

15.5

10

21～30

12

66

13

16.5

11

19{35

1ア

5ア

29

33.7

計

時時
212～50

11

56

114

16.

 2)漁獲量と釣位置及漁獲物0)生死別

 別表第7表に示す様に串央0)最深部0)釣0)漁獲が最も多く29.6%を占め両端は]0%とフ%
 とたっている。

 叉漁獲物0)漁獲時0)生死別を測定した」0)が第8表である。

第7表釣獲釣針位置

 ＼ム
 ①回6.8

 ②回9

 ③回10

 ④回11

 ⑤向12

 ⑥回14

 ⑦日15

 ⑧回16

 ⑨回1ア

 ⑩回18

⑪19

1ア

13

691

B

13

11

2ア

12

30

13

1ア

17

157

19

14

10

36

23

22

19

24

24

205

10

12

10

3ア

10

23

13

13

11

1化

16

13

ア1

不明 計

53

2ア

27

137

10

51

ア9

69

69

一29一



 第8表揚縄時化於ける生死別

             ド1・ト15③h③～⑤              15h～17h⑤一h              17h～19hh一⑨              19～21⑨一⑫2イん24
             生死

             麟生死生死.生死生死生死

      
       

一

             4回434

             5回221267

             6回545126j1810141647
             ア回42'2!443525
             8回95815・1・825819
             9回1              54i2-8110ア0～3             341528

             10回177542015

             11回31421122951210
             計20174554281552865491個;28

             生17332%一       
       

一

             売挑6跳%,
             計.5391

責

3)操業所用時間

      撰業回数月目投縄時間揚綱時間使用体数使用釣針数入.綱時間

      ①6.8るh22m9b2るm26130018h00m

      ②ク9311015261.3001915

      ③ク1032510202541.2701930

      ④タ113109302501.25019.35

      ⑤ク1232011102571.28520.00

      ⑥.ク1431510002601.30018.55

      ⑦ク1533510002601.釦019.00

      ⑥ク165209.452601.30018,55

      ⑨ク173159.352561.28019.00

      ⑲ク1831012.0526口1,30017.40

      ⑪4193059.402501.25019.50

      361109皿111h43m2.82ア鉢141135本212h.50m

      1目平均所要3h17㎜10.1113m257鉢1,285本19h.32分

 ※竈費

1)収入

魚種

メバチ

キハダ

買.数

832〆300

2,569〆800

平均単価

 ]65円ユ1

190円68

金額

 ]3フ.426.OO円

490.Oユ9.OO.

二30一



 カジキ類949戸900

 計4,352〆OO

手懸料及水揚料
差引金額

2)支出

 a)燃料費

重油32.0794

 潤滑油215～

軽油554

 b)冷水費

 氷2フ屯

 C)餌料費

 冷～東サンマ]40享竈

 d)消耗費

一般消耗器材費

計

232円94

469,350円

33.950

1.540

55,000円

 ユエ0,600円

 6ユ.988円

 ワ32,428円

 22ユ.252円

848,697円

 25.46ユ円

823,236円

 一3ユー
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 Mo.2観測機関名鹿水試 観測線  奄美大.島一・パラオ漁場間  観ヨ32杢芦6月1日一'6月7日

窃

i

観測定,点

N

位_躍

E

日時分

天候

気温

風向風力

海深

 ・海流

水色

透明度

波浪階級
ウネリ

 1〕L採集一形式

水

湖.

c

塩

素

量

%'

基
準
 フk

深

M

基
準
水

深

M

(一工

50

100

200

0

50

100

200

1d 11

27-48

129-25

6,112.00

R

22.5

ESE3

26

2
2

稚特

23,8

21.ア2

20.Z1

1…1

一19.35

19.33

19.46

19.28

24-46

129-50

6.21200

0

27.0

SSN6

34

2
3

稚特

25,2

23.49

21.28

18.08

19.30

19.35

19.28

19.47

12

21-26

131-16

 6・重12・0L

hc

.._.._.2泄...

.__耳

35

0
3

稚特

28,9

22.82

20.35

18.42

19.62

19.52

19.35

13

18-00

/32-10

6,412.00

1,o

30.5

40

2
3

稚特

30,2

28,55

2ア.00

23.05

19.59

19.41

19.48

19.ア2

14

 14・一48

__週2二塁_

 _生旦」2迎一

B

29.5

SN4

35

2
2

稚特

29,8

28.60

26,46

2口.90

19.11

19.15

19.44

19.58

15

11-26

133一一08

6,612.00

ho

29.5

 ES皿4

40

2
2

稚特

29,6

29.19

27.ア5

20.29

19.11

19.30

19.39

19.46

16

7_55

 133・一11

 _jz_旦迎L

O

28.8

SS-W2

35

1
1

稚特

29,3

29.00

。。。1
16.51

18.85

19.22

19.32

19.34

17

 04・一53

_一.垣凶_

6,812.00

29.2

 N瓦2

40

2
2

稚特

29,3

29.05

27.62

15.40

18.92

19.18

19.57

/9.ア4

18

 04・一45

133-44

6,912.00

0

28.0

 EN皿1

35

1
2

稚特

290

28.56

27.97

16.61

19.05

19.11

19.57

19.44



8

珊.3 観測機関名鹿水試  観測線パラオ

!観

測定点

位

股

N
E

目時分

天候

気温

風向風力

海深

海流

水色

透1明度

波浪階級
 ウネ』

 PL採集形式

水

温

1一

塩

素

量

%

基
準
水

深

 M一

0

50

100

200

基

準

水

深

M

0

50

100

200

.19

05-02

134-/9

6.1012.00

bo

29.7

NE2

40

1
2

稚特

30,1

28.85

26.30

12.00

19.00

19.27

19.44

19.14

20

05-4ア

 _」至と52

6.1112.0

bD

28.9

SE2

44

2
2

稚特

29,0

29,31

2ア.20

15.20

18.86

19.19

19.25

19.24

21

 04一・10

 133一・38

6.12 12.0

28.5

WSW6

35

3
3

稚特

29,2

28,94

2ア.60

16.32

18.95

19.45

19.51

19.39

22

04-37

135一一53

6.1312.0

O

2ア.0

W4

30

2
2

稚特

29,1

29.28

26.90

22.63

19.13

19.ア9

19.42

23

 04・一53

 136一・50

6.1412,0

R

2ア.0

S2

35

1
3

稚特

28,7

29,40

2ア.3ア

16.99

19.路

19.23

19.54

19.26

24

04-53

13アー15

6.1512.00

bo

32.0

E1

37

0
2

稚特

32,2

29,40

2ア.28

18.68

19.23

19.30

19.68

19.38

25

04-47

136-42

61612.00

R

 ..._2乙P..

W5

20

2
3

稚特

28,6

28.%

26.98

19.62

19.03

19.43

19.60

19.43

26

 05一・33.

136-10

61712.00

0

29.5

NF5

34

3
3

稚特

29,4

28.04

25.83

14.50

18.99

19.59

19.77

19,16

27

 05一・06

 136・一58

6.1812.00

 1〕o

29.8

皿5

41

3
3

稚特

29,8

28.ア8

26.80

17.87

/9.23

19.89

19.70

19.34

28

04-51

 136・一53

61912.00

b

28.8

._且里.呈_

28

2
2

稚特1

29,8

28.68

26.94

19.20

 ・一一一一一1

19.31

19451
1966ヨ



M0.4 観測機関名 鹿水試 観測線  '{ラオ託魚士…易^一搾旨フk哨1  1暁撫搭2年6月20日→6月28臼

 観測定I点

 位N

1厄

日時分

夫侯

気榊

風向風力

海深

海流

水色

透1"度

波浪階級
ウネ,

 PL採集形式

水基1{,

昨

50
水

枕深/00
C(
 。M-200

 .臨某O
雌
繋50

水

量深100

 %M200一

2づ

6-35

13アー52

6.201200

30.0

NW2

37

1

稚特

30,6

28.43

25.49

13.82

19.45

19131

19.33

19.25

30

9-53

138-1ア

6.2112.00

bc

30.0

 SS皿10

41

4
4

稚特

29.00

28.40

27.95

20.80

19.13

19.2ア

1。。。1
19.42

31

13-12

138-32

6.2212.00

bo

29.0

 瓦SE6

40

3
4

稚特

29,1

26.89

24.40

18.85

19130

19.35

19.51

19132一

32

16-29

138-34

6.2312.00

b・j

29.8

 _」三.SE5...

40

3
4

権.特

29,6

29,12

2ア.18

22.27

19.26

19.23

19.27

-19.一43

33

19-44

138一一52

16241200

bo

29.7

E5

40

3
4

稚特

29.ア

26.85

24.19

19.11

1。。。1
19.39

19.6手

19.35

34

%一06

139-00

6.2512.00

bo

29.8

 .__」蔓..些4.

35

2
4

稚特

29.ア

24.32

21.85

18.42

19.49

19.49

19.51

佃.36

35

26-20

139-5

6.2612.00

bo

2ア.0

 S週3

29

2
4

稚特

25,9

21.18

19,2る

17.93

19.0ア

19.38

19.40

19.33

39

29_311

37

32-55

 138-541138一・30

 土2乙」2里.

o
26.4

S7

 .一一台座.」2.四一.

1{

27.5

WSW12

35

35

・j・
稚特1稚持`

 一一一一十一一一一一」
25.00

20.13

18・90i
17.%1

19.23

19.28

19.32

19.42

21.2

 I時化の為天測

19.07



昭和32年第3次
 鮪漁業試験及ぴ対馬暖流水系海洋観測報告書

※まえがき

 昭和32年鹿第3家まぐろ漁業試験と対馬暖流水系海洋観測を実掩した0)でjそ0)結果を報音す
 る。萄本試験には奄美大島古仁屋高校水産科実習生(7名)内之浦町から研修生1名か:乗船当

 該漁業0)実習及び航海運用術0)実習を実施したコ

 ※調査の要蟹

 対馬暖流水系海洋観測を実施しつつ0藍～5度N130度～τ40藍瓦0)海域0)調査を計画南下し

 た。上言己海域においても最初3回～4コN134、ユ35ヤおいて操業調査をレ、そ0)後当場昭和3ユ年

 第3家航海(昭和3ユ年]1.20、ユ2.22)に為いて好成綾を収めた3㌧5“135。～137.Eに漁場を

 移動した赤:漁事すこぶる悪く後半は再び前記漁場0)再調査をだした。今航海においては昨年

 0)同時期0)操業に比して漁事は不成讃に絶つだ操業は前記各漁場においてユ3回操業をだし帰

 途についた。

 ※海洋調査

 鹿児島県開聞崎～奄美大島サントン岩(別紙観測蒼料St1～9)及び漁場まで0)航海中

 叉は漁機中毎日12時気象及海象及p1蝸klo昆0)採取を実施した。
 (男1J言己権賊貝I』薔*斗…参月葦)

 ※漁業調査

 別記まぐろ延縄を使用して下記0)調査をだした。

 ユ)一般海況

2)一般漁況

 3)経緯度別、漁獲状況及魚体調査、魚種別漁種別魚獲状況

 4)ビニ【ル製重油タニノク0)度用試験

 5)そ0)他0)事項

 (叡)試験船及び設備

 試験船……照市丸9893tOn300圧

 詳細(うし若当場発刊・・・…月報第フ号参照0)事)

 (b)漁具0)構造

 綿糸及クレモナ10匁Cクレモナ9匁相当)5本付
 枝間33k枝縄8kセキヤマ4k釣元ワイヤー1.5k釣針3.8寸浮縄ユ5k

 特殊サルカ・ンを使1碍(当場永浜技師考案)して0)釣0)増加による試験を実施(別区)

 構造特殊サルカン50個

 セキヤマ上側に付5k

 ※実施斑間

 !)自ユ957年11月18日鹿児島港出港
1957年12月24目静岡県清水入港

 至ユ957年ユ2倉29日鹿児島入港

2)操業期間

 自ユ957年ユエ月28日

 至1957年ユ2月12日
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 3)操業回数ユ3回

 4)漁場パラオ島南東海域

5)観測総測定数29点

 κ∠.

＼

 特殊可卿へ一値

一般海況

 ◎漁場附近

 今回0)主漁場N3㌧5コ肌33㌧13ア附近0)垂直分布を第2図に示す等温線0)走行はユ50m附
 近までは直綴的に平行u安定した分布を示してみるがユエ回目操業附近には下層冷水帯0)突朗
 部があらわれ,下層(ユ50m以深)では昨年同期に比して水温は低目にたってゐる。

 ※漁況

 第3教航海は3㌧5“133㌧ユ3ア0)小海区にてユ3回操業をだし釣獲率及角種別出現率表は第

 2表に叉昨年同期に同漁場附近で実権した結果と0)比較を第3表に示した。

 釣獲率に若いて4.00以上0)威鐘を収めた海区は第1～3回操業。)3㌧40N～4ヨ～02N133口56瓦

 ～135.08瓦0)比較的Wより0)海区0)みでありそ0)他0)操業においては、200～399という極め

 て低い漁況であった。魚種別釣獲率においてはキハダに若いて最高2.27メバチ3.36であり平
 均してキハダ1.19メバチユ.38が両翼でありそ0)他0)魚種(クロカワ、メカジキ、バシ目ウカ

 ジキetc)は0.08以下とたってゐる。魚種別閏1現状況てば、メバチ0)36.2%を最高にキハダ0)
 3ユ.2%が之に次ぎ、クロカ.ワ、メカジキθtcガ1漁事されてゐるがいづれも1～2%0)も0)であ

 る。特にこ0)組成で目立つことはサメ類か17.8宕と占めユ2回目操業において二は、サメ、雑類

 か:漁獲尾数0)5Q%を示してみる。

 当海域0)漁況については詳細た賓料が少い0)で、当場で実権に昭和3]年第3弐昭和32年第

 2家が同海域た0)で比較してみると、マグロ、カジキ類0)総釣獲率及魚種別出現割合は、別
 表第3表0)通りであるガ:釣獲率において昨年同時期実権した第3弐航海0)9.86及本年6月実施

 。)第2弐航海5.71を下まわる3.9ユ%とたって為り漁事は不漁に絶ってゐる。魚別に拾いてキ

 ハダについては、3ユ年第ユ家0)8.83,32年第2次0)6.34をはるかに下まるユ.19(31年よゆ

 フ.6432年第2女より5.]5たけ低下)でありクロカワ、メカジキ共下まわり唯メバチについて

 は、3]年第ユ家より0)O.7432年第2家よりO.86上昇して。ユ'38とたっている。角種別牌見率

 でわキハダ0)3ユ.2%は昨年第3家より58.9本年第2次より32.2%下まわりメバチについて

 0)み昨年第3次より30.Q%本年第2家より27.9%上まわっている。魚体については、昨年第3
 刻有:体長ユ1ユ。m～]20cm本年第2家で息ユ00cm以下0)キハダか:主体を示めていたが今航海

 においてね1体長ユ18～ユ38cm0)範囲0)も0)ガ:主体どたり過去6回航海中体長組成0)大きいも

 0)であり、叉メバチにおいてもユ20～140c皿体重ユ2～ユ5〆0)も0)か:主体とたっており、無
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第1表 漁獲量及釣獲率表  上段・・…一尾数
 下段・・川釣獲率  ()はサメ皿食

 麟≡1
回数1/1

一1

操業月日

11.28

30

1」121

10

11

12

13

11

約数

1,320

1,350

1,100

1,25口

1,250

1,350

1,350

1,350

1,300

1,300

/,300

1130

/,30

きはだ

30(2〕

2.2ア(0.15)
29(2〕

2.コ5(0.15)
2013〕

1.82(.0.27)
23(2〕

1.84し0.16)
16

1.28
611〕

0.44(0.0ア)
 31τ〕

0.2壬(0,08)

0.52
15ω

1.11(0.口7)
17

1.30

0.38
19

1.46
10(2〕

0.76(0.15〕

16,770
20011』
1.19(.0,083)

めぱち

12

0.99
5314〕

3.93(0.29)
37(3〕

3.36(0.2ア)
15(1〕

1.20(0.08)
15

1,20

2113〕

1.55(0.22)

0.24
18

1.33

0.59

{1〕

(0.07)
(1)

(0.07)
10

0.アア

0,69

0.69
2411〕

1.84(0.07〕
2341ω
1.38(0,083)

舳1

2

0.18

0.15
言.'

0.40

0.07

0.07

0.07

0.23

15
0.089

めか/l1
0.15

0.09

0.08

0.0ア

0.14

0.14

1

 口.0ア

0.0ア
11

0.065

ほしょう

0.08

0.15

2

0.16

0,22

1

0.08

0.07

0./5

12
0.071

ふうらい

0.22

1

0.07

0.09

0.08

0.0ア

0.08

9

0.053

計

4812〕

3.63(0.15)
85(6〕

6.2?(0.44)
6116〕

5.54
3913〕

3.12〔0.24)
35

2.80

3414〕

2.52(0,296一)
13ω

1.04(0.08)
2811〕

2.0ア(0.07)
25(2〕

1.85(0.14)
30

2.31
15

1.15

30

2.30

3813〕

2.92(.0.23〕
481㈱
2,868(0,166)

 さめ一類

0.53

0.66

0.72

0.40

0.40

0.52

0.56

0.59
12

0.86
10

0.ア6

6.38
25

1.92
14

1.07
122
0.72

 その他

0,37

0.44

0.45

0.24

0.64

4

0.29

0.72

1

0.07

0.22

0.15

2

0.15

0.38

0.07
54

0.31

総

67

5.07

12〕

計

(0.15)
100㈹

7.40(0.44)
74㈹

6.72(.0.54)
 4ア㈹

3.76(0.24)
昭一

ろ.84
45

3.33

29

2,32

3ア

2.74

㈲

し0.2%)
 は〕

(0.08)
 は〕

(0.0ア)

40(2〕

2.96(0.14)
42

3.23

1.69
60

4.61

5313〕

4.0ア(0.23)
657㈱
3.91(0,166)



第2表魚種別出現率表

回数

魚種 1・ 1・ い 1・ 1・  i・  i・ 1・ il・ lll ll・ 113
きはだ 30(2〕

46.3

めぱち 12
 1ア、3

くろかわ

しろかわ

めかじき

2

2.8

ばしょう

1

1.4

ふ5らい

3

4.4

心剤.  側2〕
72.4

 さめ類

7

10.1

 その他

5

7.2

計
60(2j
/0口%
10.0

2912〕
29.2

5314〕
53,7

2

1.8

1

0.9

8516〕
85.8

9

8.4

6

5.6
m(6)
100
15.4

 2q3〕
28.7

37(3〕
50.0.

1

11・

1

1.2

6116〕
.遇.7

8

10.0

5

6.2
74(6〕
100
11.6

23(2〕
50.0

 1臥1〕
」2.0

1

2.口

3913〕
84.0

5

10.0

3

6.0

47(3j
100
7.2

16
33.3

15
31.2

1

2.0

2

4.1

1

2.0

35
72,9

5

10.4

8

16.6
48
100
7.口

611〕
一坐.2

2113〕
48.9

2

4.0

1

2,0

3

6.1

1

2.0

 硝4〕
77.5

7

14.2

4

8.1
 価(4〕
100
7.1

311〕
13.3

3

10.0

5

16.6

1

3.3

1

3.3

 1ヨ1〕
46.6

7

23.3

9

30.0

 29は〕
100
4.3

ア

18.9

18ω
51.3

/

2.7

2

5.4

2811〕
78.3

8

1.6

1

2.7

 1臥1〕
38.0

811〕
11.4

2

4.7

25(2〕
_坐.2

12
28,5

3

7.1

箔1機2)
5.46.1

17
40.4

5

22.7

10
23.8

9

40.9

1

2.3

1

4.5

/

2.3

1

2.3

30
71.4

15
68.1

10
23.8

5

22.7

2

4.7

/9
31.6

9

/5.0
1.

2

3.る

30
50.0

25
41.6

42
100
6.1

 ユLl」五一
2260
100100
3.28.7

10
17.8

241〕
44.6

3

5.ろ

1

1.9

38
6ア.8

14
25.0

1

1.9
53(3)
100
7.7

200ω
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第3表
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 体より見た組成は良好である。照市丸0)当時0)漁侃を各操業船0)結果をも合せて考察ゴれ

 ばユエ月28日ヘユ2月ユO日頃までわパラオ島附近ではユ00t0口級漁船が1ユO隻程産操業をだしメバチ

 30キハダ20位0)漁をだし、活擾た漁事はたかった様である。これら0)魚種別紙戒を昨年第三

 衣航海と比較して見れ。ぽメバチ0)出現耳増加しキハグカ・1低下しているが、メカ、クロそ0)他
 には余り大差は認められたい。

 3)菰.場に於ける各層水温

 漁場に於ける各層水温と釣獲率を第3図に示した,これらを本年第2衣航海と比較してみ

 ると表面フk温においては著しい差位は認められたい赤:50m以深においては低温を示してい

 る。

 鳶体について

 ユ)体長及体重

 合航海において漁獲したキハダ及メバチについて0)体長組成表及体長と体重0)相関を表は
 したもが第4回第5図及第6図である。

 キバ引こついて

 今航海におけるキハダ0)多くは体長ユ18～ユ40c卵0)も0)であり体長組成表で判別する様に小

 型(メジ)0)萬現が少なかった。こ0)組成表を当場各航海0)絶域表と比較してみると、メジ0)

 混獲率か少い闘係上、ユ20～132cmにモードか:見られ、今竜0)全航海を通じて魚体としては一

 番大型0)も0)であった。

メバチについて

 今航海においては、メバチ0)出現0)増大を見た弥:そ0)魚体について0)組成表1ぱ別区0)様に

 1ユ4～]48cmという広範囲にモrドをもつも0)であり、体重10～13〆程度0)も0)であった。

 漁獲魚の雌雄割合

 第4表に示す如く各泰種兵権か:多くキハダてば雄6ユ.物雌38.眺メバチでは雄84.5%雌



 35.4%とたった。こ0)傾向は当場0)各航海共に同じである。

魚種1別一性殖腺熟度

 各魚種共雄については未熟卵0)精巣が大部分であり卵巣についてはキハダ36%メバチ27%

 とたって拾ゆ成熟卵は少い。

 ※其の他の事項

 サメ類0)被害率について

 サメ類0)被害は最高ユ].秘最低0一%内外で平均脇で前航海よりはるかに少い。
 荷こ0舟メ被害率0)多寡は漁具0)使用時間及サメ類0)漁獲量0)多寡によるも0)とも思へる

 が今0)所明確た事はうかがわれぬ。

 雑の混合について

 一マグロ類及カジキ、サメ以外0)漁獲物を雄として記入したがこれら0)全部0)釣獲率は、O.

 3ユでありそ0)主たるも0)わカマス、サハラ、カツオ等であった。

 漁獲量と釣位置

 別表第6表に示す如く中央0)最深部0)釣0)位置か:漁獲が:最も多く28.q%両端は12.1%ユエ.4
 %とたっておりこ0)釣位置と0)関係は、前航海と大差はたい。

 こ0)釣位置と0)関係は、魚群0)油潴層と関係すると窺がわれるが、釣獲されだも0)0)生死

 が釣位置と関係づけられる0)で明かな潴泳層はつかめたかった。

 特殊サルカンの使用について

 前記0)様に操業中北2～冊5操業回まで1回に付50個を度用して見たが今回は釣獲率0)低
 い為と最初0)事で確実た賛料赤:得られたかったか:自耳0)かけ方及操業方式0)研究などで釣0)増

 加による漁獲0)増大を計る意味において今後0)研究課題として生かして行きたい。

第4表 魚種別雌雄割合表
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第5表航海別雌雄表

     ＼キハダメバチ
     I＼さ

     ＼

     ＼別航海別㌔＼♂旱♂旱
     %%%%

     31年度第1次航海63,536.579.820.2

     第2次62.3弓ア.762.337.7

     第3次60.339.763.836.2

     第4次55.5仏.569.530.5

     32年度第1次航海60.439.66る.636.4

     第2次56.643.4砧.233.8

     第3次61.438.564.535.4
     」一一一一一一一

策6表操業研要時一間

議耳目使用体数
11月28目

29

30

12/

2
4
5
7
8
9

10

11

12

鉢一
264

2ア0

220

250

250

270

250

270

2ア0

260

260

260

260

使用約数

本
1.320

1.350

1100i
1250■

1.250

1.350

1.250

1.350

1.350

1.300

1.300

1.300

1・300.

投縄時
所要時間

 h工11
3-00

3-15

2-45

3-55

3一一00

3-25

3-20

3-40

3-30

3-45
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3-30

3-40

揚経時
所要時間

11111

10-10

10-25

 9一・05

11-10

8-55

 10一・50

9-15

9-55

9-50

9-35

10-15

9-35

11-00

漁具使用時間

hm

18-00

19-45

19-00

18-55

18-10

18-25

17-55

18-40

19-00

19-00

19-00

19-25

22-50

一44一



第7表 釣獲釣針位一置
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 年ア1
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経費

 攻入の部

魚種

 キ〈ダ

メバチ

 カジキ類

トンボ

計

水揚員数

].506〆8

2-086〆0

292〆9

7〆4

 3,893〆ユ

 、販売手数料

手取金類

 フk揚金額

408,569.50

412,604.50

ユ!7.9ユO.50

2.479

941,563.50

28,246.50

913.3エフ.00

ノ

 支出の部

 燃料費6ユ6,696

 重油36,906L535.ユ37

 丈丁カ苗84工。1.フ64

 矛置一カ由533L55,965

 クラッチ油ユ38L22,080

グリス20kg1,750

治耗品費228,425

 冷水費水31tOn8ユ.300

 餌料費冷凍サンマユ50歯84.㎜

 一般消耗品費83.ユ25

支出金合計845.121

一45一



 第3図各戸水温と釣獲率

 第4図キハダ体長組成表



第5図  メバチ体長組成表

操業図
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肋. 観測機関名鹿水試 観測線  奄美大島}パラオ漁場

              観測定点101112131415161ア181920

              位N24.42'21.18'18.24'15m7'12.02'8。矧5.43'4。一02'㍗一33'㍗一43'㍗目53'

              置工≡:13ぴ1ア'13び28'132.00'132.18'1強。40'13㌘41'132.59'13ぴ56'134.52'135.08'/35.13'
              日時分11月12月              21日12h22日12h23日12h24目12h25日12土26日12h27日12h28日12h29日12hj30日12h1日12h

              天候Lobo0BBBboB1〕oboB

              気温25.225.427.928.028.928.729.029.429.429.429.7

              風向風力NE5m/seoN3m/昌。oN皿3NE2NNE4E3NE4NE4NE2N皿1NE4
              透明度30記404346鵯384口403949

              波浪.階級21111111101
              ウネリ21212111111

              PI。.裸形式稚特稚特稚特稚特稚特稚特
              水基025.425.927.528.628.928.929.229.629.529,629.5

              準2525.1225.6227.7928.2128.5228.7228.8629.2129.2129.8口29.17
              5025.0225.6427.7328.1628.鮎28.6228.ア228.8026.5ア28.9028.97

              水
              温10025.口423.4口28.1226.ア322.1423.2324.8220.6321.3220.03

              深
              (c15020.7920.3623.7224.1922.2115.4314.5816.5013.9714.751る.73              3(M20017.4920.4021.3220.401ア.6512.2311.921/.9911.6012.1511.76

              )

              塩基019.3519.2619.託19.1219.1119.2619.1119.0419.0719.1719.14

              準2519.2819.2819.3619.1819.2319.2319.1019.0419.0319.0619./8
              乗。5019,4719.3319.3719.1619.2619.2419.2319.3419.0219.0619.2ア

              水
              10019.4019.3219.3519.6219.3819.2419.2719.2619.1819.1119,26

              量深15019.2819.4919.4ア19.4819.3319.2ア19.5619.4619.2619.2419.29
              (

              %(一M20019.2819.4919.4519.4419.3ア19.2619.4719.託19.2219.3419.43
              )〕⊥一」



8

 州。、 観測機関名鹿水試 観測線漁場附近

              観測定点21.22232425262728293031
              位N3し43'4.18'3。一50'㍗口20'ぴ一50'4。一33'げ一00'重3o-21'              置㍗口39

              瓦1弱。03'13パ11'13ぴ48'134.50'134.43'134}3'1強。40'/託r-28'136.28

              目時分2日12h3目12h4日12止5日12h.6日12止ア日12h8日12h9日12h/0日12b11日/2h12日12b
              天候1〕oboB】〕o1〕oboboboOB3bo
              気温29.831.230.230.429.229,630.028.428.90.829.4

              風向風力NE2NNE1NE3N正:4SW2E3SE2S瓦4N9N4NE3

              透明度485040侶374043魂404042

              波浪.階級1111.11122一01
              ウネ』11111112212

              PL.裸形式稚特稚特稚特稚特稚特構特稚特稚特稚特稚特稚特
              水基030.630.029,529.329.629.630.029.429.130.229.8

              准2529.1629.2529.2229.2529.2129.6229.2729.1829.1229.6129.08
              5026.812ア、7828.6327.2228.3928.ア928.2328.3828.5829.0428.47

              水

              温10019.1219.1ア18.9021.0820.5020.0ア16.6117.5019.2521.1021.62
              深              (15013.6312.3113.5114.3ア12.5312.%12,391ア.7515.62

              C

              J(M20010.8311.2110.7810.5710.4912.5610.719.869.5712.3212.50
              )

              塩基0/9.1819.0919.0619.1/19.1619.1119.1619.0819.1219.1119.08

              準2519.2019.0919.0619.1319.1919.0419.1419.1619.1219.1119.一仏
              素5019.4219.1819,1019.1619.2119.0219.16・19.32・19.2519.1319.24

              水
              10019.3B19.3419.3419.1519.2519.3019.2119.4619.2319.2419.51

              量深15019.3719.4口19.4219.3619.5019.3019.4819.4219.3419.2319.化
              (

              %(M20019.2919.4319.2419.2919.5519.3719.5019.4819.5019.4819.41
              ))



 第3次航海・航跡.図



昭和32年度第4次

 まぐろ(びんなが)漁業試験報告書

調査員竹下克一

 ※調査の要旨

 本県中小まぐろ、かじき延縄漁船0)冬期に於けるびんたがめぱちを主たる目的とサる漁場
 は其の漁況の豊凶により当該漁船0)経済的基礎を左右ゴるほど重要た漁場であるカ・ら当水産
 試験場試験船照市丸をもって其0)漁況と資源0)実態を調査し、漁況速報をだし、叉無体調査
 並に対馬暖水系海洋観測と漁業研修生0)漁業実習も併せ実施した。

※

※

 調査の内容

 ユ)開閉岬～サントン岩(奄美犬島)問横断海洋観測

2)研修生0)漁業実習(大島郡竜郷村1名)
 3)各船向け無線による漁況並に海況速報

 4)北大平洋に着けるびんたか:漁況並に海況0)調査

5)魚体調査

具)其0)他
調査期間

自昭和33年2月.4目鹿児島港出港

 至2月5回開聞1岬～サントン間海洋観測

自2月6日
 至2月26日試験操業及び海洋調査.

2月28目鹿児島港入港

 ※操業数及ぴ使用約数

 操業回数ユ8回

延使用約数26,430本

漁場探査1目

操業不能日数2目

 調査船及び設備

 ユ)試.験船照市丸98.93屯300馬力(遠隔操従付)
 (2サイクルヂrゼルペンジン可変ビツチ式).

 ケルビン式電動測深機

 ナンセン式顯倒探水器及び寒暖計

 泉井氏ラインポーラー(1台)

発電式風向風速計

 フレオン(ユ2)冷凍機(5馬力)

 ブラウン管式方向探知機

目本電機103型魚群探知機
バツサFモグラフ

10)其0)他

漁具

 綿製漁具ユ00鉢クレモナ製漁具200鉢計300体積載一鉢構成(第1図参照)



 イ)幹絹綿及びクレモナユ0匁付(クレモナ9匁)

 口)枝絹綿及びクレモナユ0匁付及び8匁付ユ2米(8尋)及び9米(6尋)
 ハ)セキヤマ2フ番及びフ本撚り7米

 呈)釣元ワイヤー2フ番及び29番7本撚り2.5米
 ホ)釣鈎3.8寸及び3.4寸

 へ)浮縄綿糸8匁付45米(30尋)

 ト)枝間50米(33尋)及び25米(16.5尋)
 チ)浮標ガラスヨ≡9寸経

 江南方用まぐろ延縄漁具に枝縄2本を押入したも0)である

 淳縄45〃
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第7図

 ※航海の概要

 本家航海は2月4日鹿児島港を出港トカラ群島を東方に通過ゴる黒潮横断海洋観測線9点0)観

 測を5日正后絡へ6目より28“132嘔附近で第ユ回操業を打つだ、当海域はキハダメバ.チ等0)
 混獲が:稽多く見られビンヲーガは体長90cm一ユ00cm0)大型魚群であったが釣獲率低く一東方0)

 紀南礁附近へ移動しユ39。瓦附近まで調査した赤:、こ0)海域はビンナガでは相当た高約獲率を

 見たが:体長70c㎜前後0)小型魚群が圧倒的に多かった。主にこ0)海域で操業し15回操業以後再

 び西に移動したか:ら操業し計ユ8回操業で本航海0)調査を終了2月施目帰途につき全力28目鹿克
 易港に入港した。

 ※海洋調査

漁場附近0)海況

 今回主に調査操業した30、線内外0)海域は収戯線以北0)東流する黒潮流域から西流する黒

 潮反流域で却ちユ37uE3びN附近では毎時1浬前後0)西流か:あり3りN線以南てば弱くO・5浬
 時で流向はW～SWとたっていた。水温は水深200㎜戸ま・で!様た高温帯でユ8氾以上を示し

 上下層0)水温差はユ肥前後しがたく塩素量もユ9.30%～ユ9.40%台で上下層見.られたい。
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 第3図は漁場0)28'N～3びN間を傾に切断した水道と塩素量0)鉛直分布を現したも0)でSt2'

 附近0)即ち29“133、瓦では薩南海域0)トカラ群島・海域を通過した黒潮本流0)影響がうか
 が;われ150m層まで20コC以上。)高温域となっているが:ユ3グE30。へ30'N附近ではそ0)影響は

 少くたってい白様である。東方0)ユ3♂瓦附近ではW～SW流域で29。～40'附近まで上層で
 は!9■Cとたって稿不安定な鉛直分布を示している。'

 弟3図(α〕

弟3図(8)
 ※漁況

 1)漁獲尾数及び釣獲率
 本家調査は主に28“～30“線を東西にユ39'E一まで調査したが喜界島、種クー島東方0)近

 海漁場は昨年に比し漁獲が悪い様で昨年は同海域は3%以上0)釣獲率を見た海域がたかった

 が本年は2%内外どたり本年0)漁場は27。～28“ユ30コN～133咽附近か:近海漁場では最も真

 かった様で、昨年3%以上0)高約獲率を見た30っN内外0)ユ3び亘～ユ35コ皿0)海域はユ%にもみ
 たたい漁事をだした海域は操業目も多くあった様で本船0)調査でもユ35旭以西0)海域てば

 ビンナガ0)漁獲尾数20～30尾内外で釣獲率1%～2%台、キハダは最も悪く1尾内外0)混

 入、メバチO.2%内外0)漁が最も多く0.5%の漁を見た0)は30コNユ36-54。瓦で操業した第3
 回目0)時だけであった。

 一方紀南礁附近0)漁況は昨年と大差ない様で好漁0)目でビンナガユOO尾内外的獲率5%以
 上を示した海域もあったが一般に魚体が小さく70cm前後が多くメバチ0)混獲は3～4尾釣獲



 率O.2～O.3%台を示しキハダは近海漁場よりも非常に少く全然混獲され底い事が:多か:っ
 た。

 荷カジキ類0)漁獲も少くユ8回操業でマカジキ7星メカジキ5尾計ユ2尾花けで平均漁獲率
 0.05%にずぎず東西に於ける漁獲0)差異はあまり認められたい様であった。
 サメ類は主にコシキリサメで、平均釣獲率O.2フ%であった∵第1表参照)

2)魚種別閉現状況

 魚種別0)出現状況を示した0)が:第2表である、ビンナガは総漁獲尾数フ80星0)内629尾で
 80・6%で最も多くメバチで6.5%、キハダ2.2%カジキ類はユ.5%に弍1ぎた加っだサメ類は

 9.秘で内尾長ザメユ尾アオザメ6尾にずぎず、本船0)調査、賓料と昨年全力0)鹿児島入港

 船賓料と比較するとマグロ類では大差たく、カジキ類及びサメ類は梢々小また価を示して

 いる。

 3)漁場に於ける各層水温及ぴ釣獲率
 漁場に於ける各層水温0)変化と漁獲量と0)関係を示した0)が第4歯で其0)関係は明てたい
 が:略表面水温はユ95.C以内0)低目で各層水温差0)あまりはげしくたい様な海域即ち潮界等

 にま牟か:る海域で竿英0)界0)直ぐ北側等が割合好漁0)棒に見られた。
 ※魚体

 ユ)体長及び体重
 今回主に漁獲されたビンナガについて体長及び体重を調べた0)が:第5,6図である。ビ

 ンナガは主に2貿匁内外ガ:最も多く90%以上0)頻度で出現し、6貴台は数尾にすぎず4-5貴

 台0)漁獲も少かった。

 第6図はビンナガ漁場を4海区に大別し体長組を」戎示したも0)で一ユ3げ瓦以東0)海域では

 体長74㏄m～フ5c皿がピークし北側0)海域が1南側より稿大型群0)囲麗が:多い135嘔以西

 てば漁獲尾数少くあまり判然としたいが:以東よりも大型魚群でそ0)3び以南0)海域では体長

 95cm以上0)大型魚0)群が大部分セあつた。

 第7図握.メバチ0)体重0)相関を示したも0)で各魚体ね1肥満度200)曲線にそう液相肉を示

 しユ50cm以上と90cm以下0)魚体が:稽大きた肥満度を示寸様である。

 キハダはユ20c㎜台が多くユ00cm以下0)魚榊コ:割合少なかった父カジキ類は一般に小型で

 マカジキでユ50cm～ユ60cmメカジキはユ20cm内外0)焦.体が:景最も多かった。(第3表参

照)

2)雌雄割合及生殖線熟産

 キハダ、メバチ及びマカジキについてそ0)性別と生殖線0〉熟庭を示したも0)が第4表で

 あ凱

 今回漁事された各魚体はいづれも性別を判定し得るほど熟度0)発達したも0)は少く約半

 数は性別判定困難で判定出来も0)でも全部未熟で雌碑0)割合は各魚種とも雌が若干多く見
 られた。
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 第1表漁獲率(%).及び漁獲量表 上段漁獲量

            齢操業漁、数びんなが一            月日めぱぢきはだまかじきめかじき小計さめ類合計
            28_015218            1一一2.6131-52'■15400.970.130.061.1アg12ア0,581.75
            28・一4519525            2.ア1,5403            132-35■28            21.230.320.061.62口.203.82
            29-15162            2.9196            136-001540/.040.0625            30.131.230.391.62
            3000488259            2./0136-54154010            469             3.120.520.130.㏄            ・3.8軍0.654.48
            30・24734784            52.1137-491,5404.74O.0682            0.265.06、■0.26            30-24203245.32'             3

            62.121詔一401,5401.300.190.061.5627             0.191.ア5
            301629232            72.1413アー5414002.070.140.072.2933             0.0ア2.36
            28-59352239            82.151魂一521,4002.500.140.1440             2.弱0.52.86
            29㏄26332            92.16139-06■一一114001.跳0.0733            0.20.0ア2.20.122.33
            28-50904944            102.1798            138-5815405.840.266.100.266.36
            28305657            112            2.1859            138-5014004.000.074.070.144.2
            2900202            12225            2.201弼一30154027            1.300.131.430.221.ア5
            29565522            1354            2.21魂一261,5403.30.063.配0.123.50
            295253555            140.6660            2.Z～1記一121,5403.30.193.570.333.90
            30293042365            154            2.23137-1015401.950.260.132.340.322.66
            31-0013418            162.241154019            1蛮一50■0.840.260.061.20.眺1.27
            3ぴ一3326287            172.2535            134-3714001.860.070.071.820.682.50
            30一一4216222            182.2683            133-589501.160.100.630.100.22.20.22.42

            葡計26,43062951675ア08ア2カ。
            釣獲率2.記0.190.060.030.022.680.2ア2.95
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第2養魚種別出現率表 上段尾数

          正
          1155.562ア.43.7933.327100

          21967.951ア.913.6310.728100

          31664.028.04,0624.025100

          4蜴69.7811.622.91.41014.569100

          5ア389.044.91.244,982100
          62033

          74.11.3.711.2ア10

          72987.92           6.3.03.0331口

          8弱8ア.525.025.02.54010
          92678.9310.013.02           3.06.3る10

          109091.844          4.4.9810

          115694.91.ア23.459100
          1220           ア4.27.4518.52710

          13594.51.823.754100
          14585.035.01.758,360
          153073.249.824.9511.24100-100
          161368.4421.05.3          一5.319100

          172674.32.912.9720.0豹100
          18147.86           4.3.26.4.328.728.923100

          合計尾数出現率62980.6516.5162.270.9・50.6729.2780100

下段%

 一5フー



第5図  ビンナ体長組成表

第6図  びんなが海域別体長組成



弟7図  メパチ体長体重相関

 ※其の他の事項

 1)釣位置と漁獲
 釣位置と漁獲量について調べた0)が第5表で一般に漁0)悪い時には、割合中央部に近い

 釣位置で漁獲されるが好漁0)時には釣位置に関係なく漁獲され1る様である最も多く漁專さ

 れた位置は珊.3.4.6番目0)釣鈎で柵。2.5番目等0)枝縄0)短いセキ†マ0)付けτたい釣鈎

 は良くたかった様である。(第8図第5謁参照)

第8図釣位置図



 第5表釣位置と漁獲

        ＼.釣位置＼、操業目＼珊.1珊.2M.3肋.4㎜.5珊.6Mo.7

        2月6日7ク9ク16ク計1113222634351553341511215122491214
 2)サメ類0)被害について

 サメ類による被害は主にビンナガだけに現われたが南方漁場に於けるほどそ0)被害は多

 くたかった即ち毎日2～3尾程度0)被害でビンナガ全漁獲尾数651尾申被害を受けた魚体
 は22尾でそ0)割合は3.4%に過ぎない叉そ0)被害の割合はサメ類0)漁獲尾数とは全然関

 係は無い様に思へた。

第3表体長測定表

      メノ{チキワダマカジキメカジキ

      65011199cm126oln93om148c皿1120皿

      7192/23%157113

      749412099/67119

      7ア93128112161130

      7493125125169142

      8391127128181

      8991146123

      8792143126

      89109154123

      88/10155/23

      84118125

      92114135

      %114

      97116

      9B117

 3)特殊サルカン0)使用について

 イ)方法約先ワイヤ・長さユmに普通に便用する釣鈎を附し冷凍サニ/マ0)餌料を付け片方に
 下図0)様た特殊サルカンを付けたも0)を投縄時に用意し投縄0)途中ユ鉢一本0)割で技縄と
 セキャマの結合部に附してあるサルカンに附して投鈎し直接それ1を捕食せしめるか或は
 そ0)校0)漁獲を良好なさしめる目的で使用した荷役縄申狂附する枝縄0)位置は投縄中無
 作意に或は幹縄0)張ぐわいによゆ附した。

口)結果
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 2月ユ4日第フ回目操業に於て第1回目0)度用を実施したが当漁場は悪天候が多ぐ揚縄0)際
 非常に危険を生歩る様セあつた0)で以後中止した、実際便1用0)場合は割合好漁0)続ぐ様
 た叉好天候0)場合使用すれ■ぱ好結果を得られる0)で海だいかと者へられる。即ちサメで
 ぼあったが:直接特殊サルカン便用の釣鈎に罹っている事又サルカンを附した枝に罹った
 割合は2/50で4%B区間全体でユO/350=2.86陵1用縄全体で33/ユ400=2.36%とたる、燃

 しこ0)数個は確率等色々な事を老へれ1ば、そ0)価値を示青価てたいが資料が少い0)で、今
 後・再検討する予定である。

第6表

       B区
       全区総漁獲1A区特殊サル特殊サルカン

       カンに罹を附した枝に躍つたものその他C区       つたもの

       ピンナガ2916274

       メパチ211

       キハダ11

       サメ類11

       芙の他11

       計35191275



第4表魚種1別成熟賭

2
1
!
2
1

14

 ※牧支計算表

1)牧人

魚種

ビンナガ

メバチ

キハグ

マカジキ

メカジキ

 サメ類

雑魚

計

貫一致

 ユ.4フ4.8貫

3フ4,5

75,7

88,2

42.3

595.9

ユ32.フ

2,784.1

 販売手数料及び水揚料

差引仕切金

2)直接経費

61614

単価 金額

 31ユ.925円

256.293

53,739

フ7,430

ユ5.650

44.723

2ユ.795

78ユ.555

46.569

734.986

1
1
1
1
1
1
4
1
1

23

3 4
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 イ)火燃料費
量描

燈油

潤滑油

 クラッチ油

グリス

 ロ)永代

 ハ)飼料費
 冷凍サンマ

昌)消耗品費

一般消耗品

計

223.ユ36

ユ4.0941L

4L

ユ26L

33L

2k8

26屯

105,240円

180箱

 フ0,869円

フ0.869

45.245

204,363円

88

ユ3.230

5,280

ユ75

52.OOO

ユ05.240



操業図
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